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きます。グループオプションを選択すると、追加する
IPアドレスの範囲を指定することで、連続したいくつ
かのIPアドレスをまとめて追加できます。
	- 削除/全て除去: 許容リストおよび拒否リストから選択した
個別IPアドレスおよびすべてのIPアドレスを削除します。

	• SSL: 項目を選択してSSL (Secure Sockets Layer)機
能を使用できます。SSL機能を使用すると外部に伝送
されるデータにSSLプロトコルを用いたセキュリティ
機能が適用されます。但し、SSL機能を使う時、SSLの
機能がサポートされないプログラム、またはシステム
では、本ビデオサーバに接続することができません。
設定の変更時、保存ボタンをクリックして、現在の
設定をすべて適用した後、遠隔設定を再開してく
ださい。遠隔設定を再開しないと、以後の設定は
適用されません。

	ㅡ時間同期化、UCN機能およびメール送信機能を使
用するには、 IPフィルタリング機能を設定するとき
時間サーバ、UCNサーバ、SMTPサーバのIPアドレス
が許可されるように設定しなければなりません。拒否
リストにあるIPアドレスに対しては、カメラへのいかな
る接続も許可されません。
	ㅡSSL機能を使用すると、セキュリティレベルによって
外部のシステムに負荷をかけることがあります。
	ㅡこの製品はOpenSSLツールキットを利用するために
OpenSSLプロジェクトによって開発されたソフトウェア
を含みます(http://www.openssl.org/)。

IEEE 802.1X

IEEE 802.1X項目を選択してIEEE 802.1Xネットワー
クアクセス認証機能が使用できます。

	• 認証: 認証方式によって認証書またはプライベートキー
をアップロードします。認証方式によってプライベート
キーのパスワード入力が要求されることがあります。
	• 設定: EAP(Extensible Authentication Protocol)認証
を設定します。
	- EAPタイプ: ネットワークアクセス認証時、使用す
る認証方式を選択します。選択した認証方式は認証
サーバで使用する認証方式と同じでなければなりま
せん。
	- EAPOLバージョン: EAP認証のバージョンを選択
します。
	- EAP ID、EAPパスワード: 認証のためのIDおよび
パスワードを入力します。 

IEEE 802.1Xネットワークアクセス認証機能が正しく動
作するためには、認証サーバおよびAPがIEEE 802.1X
認証に対応しなければなりません。

映像

カメラ、ストリーミング、ストリーミングサービス、VAT
およびプライバシーマスキング機能が設定できます。
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カメラ

イメージセンサ

イメージセンサ関連機能を設定します。

	• 霧補正: 本機能を使用するかどうかを設定します。本
機能を使用すると霧のかかった映像を補正して表示
してくれます。

ホワイトバランス

ホワイトバランス関連機能を設定します。

	• プリセット: 前もって設定したホワイトバランス値を環
境に合わせて選択します。
	- 自動: ホワイトバランスを自動調節します。システム
がカメラの設置された場所の照明を感知して、適切
なホワイトバランスを自動設定します。
	- 停止： 現在のホワイトバランスを維持します。
	- 2300K～7500K(曇り): カメラの設置された場所
の照明を選択すると、環境に合ったホワイトバランス
が設定されます。

プリセットが停止の時、WDRモードが変更される場
合は再設定が必要になります。

	• 手動: ホワイトバランスを手動で調節できます。レッド
およびブルー利得が調節でき、値が大きいほど該当
色が強調されます。

特定条件でホワイトバランスが正常動作しない場合が
あります。その場合には手動設定、固定を選択してく
ださい。
【特定条件】

	- 被写体の周囲環境が色温度の補正範囲から外れ
た場合

	- 被写体の周囲環境が暗い場合
	- カメラが蛍光灯を直接向いたり照明の変化が激しい
場所に設置したい場合

露出

露出関連機能を設定します。

	• ターゲット利得: 露出補正のためのターゲット利得を
設定します。選択したターゲット利得を基準として自
動的に露出が補正されます。値が大きいほど全般的
に映像が明るくなります。
	• アンチフリッカー: カメラが設置された場所の照明が
蛍光灯の場合、照明の電源周波数と同じ周波数を設
定します。周波数の差による画面のちらつき現象を減
らすことができます。
	• スローシャッター: スローシャッターモードのスピード
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を設定します。スピードを選択すると、照度が低い場
合は電子シャッターのスピードがそのスピードに落ち
て、照度が低い時でも映像が明るく見られます。
	• WDR: WDR(Wide Dynamic Range、ワイドダイナ
ミックレンジ)使用を設定します。映像に暗すぎるとこ
ろと明るすぎるところが同時にある場合、二つの領域
の明るさを自動的に調節します。
	• 逆光補正: 逆光補正を使用するかどうかを設定します。
	- 使用: 逆光により映像が全体的に明るすぎる場合、
逆光補正を使用することで逆光環境で被写体をより
鮮明に見せます。
	- HSBLC : 照度が低い場所で逆光により映像の特
定部分が明るすぎるため、それ以外の部分が暗く見
える場合、その特定の部分の逆光を遮断してそれ以
外の部分の映像をより明るく鮮明に見ることができ
ます。例えば、暗い駐車場の入口や夜間のガソリンス
タンドの入口で車のヘッドライトが強く照らされたと
き、ヘッドライトの光だけを遮断して車のナンバープ
レートを識別することができます。

	• 露光制御：シャッター速度および効果を設定します。ア
ンチフリッカーおよびスローシャッターがすべて使用
しないに設定されている場合のみに対応します。
	- 自動：システムがカメラの設置されている場所の照度
を感知し、適切な速度を自動的に設定します。
	- 手動：スライドバーを使って、ユーザーがシャッター速
度および効果を指定します。カメラが設置されてい
る場所の照度に適切な最低速度および最高速度を
設定します。

一部の機能の場合、自動を選択するとカメラ設置環境
によってシステムが自動的に適切な値を適用します。

昼間/夜間（デイ/ナイト機能）

昼間/夜間モード関連機能を設定します。

	• 白黒モード:白黒モードでは映像を白黒で表示して、
照度の低い場所でも映像がはっきり見られます。

	- 使用、使用しない: 白黒モードを設定および解除し
ます。
	- 自動: カメラの設置環境によりシステムが自動で白
黒モードを設定または解除します。
	- スケジュール: 白黒モードスケジュールを設定します。
夜間に設定された日付と時間に白黒モードが設定さ
れて、それ以外には白黒モードが解除されます。スケ
ジュール表の下端にある使用または使用しないを選
択した後、特定日付、時間をマウスでクリックあるい
はドラッグすると夜間を設定、または解除することが
できます。使用または使用しないを選択した後全て選
択/全て削除ボタンをクリックすると設定した全ての
日付、時間に夜間が設定、または解除されます。

	• IRカットフィルター: IRカットフィルターを使用する場
合、カメラが赤外線を遮断します。明るい環境では赤
外線を遮断し、暗い環境では赤外線を通過させること
で、様々な環境において映像がはっきりと見られます。
	- 夜間タイムモード、昼間タイムモード: IRカットフィル
ターの使用を設定および解除します。
	- 自動: カメラの設置環境によりシステムが自動でIRカ
ットフィルター使用を設定します。
	- スケジュール: カットフィルター使用スケジュールを
設定します。夜間で設定された日付と時間にIRカット
フィルター使用が解除されて、それ以外の時間には
IRカットフィルターを使用します。スケジュール表の
下端である使用または使用しないを選択した後、特
定日付、時間をマウスでクリックあるいはドラッグす
ると夜間を設定、または解除することができます。使
用または使用しないを選択した後全て選択/全て削
除ボタンをクリックすると設定した全ての日付、時間
に夜間が設定、または解除されます。

	• スイッチングレベル: 昼間/夜間モードの切り替えレベ
ルを設定します。例えば、暗さのレベルを3に設定して
明るさのレベルを5に設定した場合、照度がレベル3ま
たはそれ以下の明るさになると夜間モードに切り替わ
り、レベル5またはそれ以上の明るさになると昼間モー
ドに切り替わります。暗さレベルと明るさレベルを同一
に設定しないことを推奨します。同一に設定した場合、
本機能が正常に動作しない場合があります。本機能
は、白黒モードまたはIRカットフィルターが自動に設定
されている場合にのみ作動します。

その他

その他の機能を設定します。
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	• IR 強度: IR LEDの明るさを調節します。値が大きいほ
ど明るくなります。

ストリーミング

	• マウントタイプ: カメラの設置位置を設定します。この
設定により設定可能な画面のタイプが変わります。
	• 表示方式: 画面のタイプを選択します。
	• フルスクリーン解像度: 全体の解像度を設定します。
本解像度をシステムが各画面のボードに分割して割
り当てます。
	• 設定ペイン: 各画面のボードの領域を変更することが
できます。

	- ペイン: 設定する画面のボードを選択します。
	- 名前: 選択したボードの名称を設定します。
	- スタイル: 選択したボードの映像の表示方法を設定し
ます。 パノラマ映像、オリジナル映像または部分映像
を表示することができます(パノラマ映像および部分
映像はデワーピングされた映像です)。 下段のプレビ
ュー映像に表示される番号は、各ボードの映像の位
置を表しています。矢印またはマウスドラッグを利用
して位置を調整することができます。
	- 初期化: 選択したボードの設定を初期化します。
	- 全てのペインを初期化: すべてのボード設定を初期
化します。

	• 1st / 2nd / 3rd / 4th / 5th / 6th: マルチスト
リーミングを支援します(優先順位: 1st / 2nd / 3rd / 
4th / 5th / 6th)。ストリームの使用の有無を設定しま
す。下位ストリームは表示方式、フルスクリーン解像
度および上位ストリームの設定によって設定が変わっ
たり使用できなかったりする場合があります(次表を
参照)。
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	- 表示方式: 

ストリーム
フルスクリーン
解像度

解像度 ips

1st

-

2560x2048 30

2nd 2560x2048 5

3rd 1280x1024 2

4th 640x512 2

5th, 6th - -

	- 表示方式: 

ストリーム
フルスクリーン
解像度

解像度 ips

1st, 2nd
2560x1024 2560x1024 30

1280x512 1280x512 30

3rd
2560x1024 2560x1024 10

1280x512 1280x512 30

4th
2560x1024 2560x1024 1

1280x512 1280x512 30

5th
2560x1024 - -

1280x512 1280x512 30

6th
2560x1024 - -

1280x512 1280x512 30

	- 表示方式: 

ストリーム
フルスクリーン
解像度

解像度 ips

1st
2560x2048 2560x2048 30

1280x1024 1280x1024 30

2nd
2560x2048 2560x2048 5

1280x1024 1280x1024 30

3rd
2560x2048 2560x1024 1

1280x1024 1280x1024 30

4th
2560x2048 - -

1280x1024 1280x1024 30

5th
2560x2048 - -

1280x1024 1280x1024 15

6th
2560x1024 - -

1280x1024 1280x1024 5

	- 表示方式: 

ストリーム
フルスクリーン
解像度

解像度 ips

1st
2560x2048 2560x2048 30

1280x1024 1280x1024 30

2nd
2560x2048 2560x2048 5

1280x1024 1280x1024 30

3rd
2560x2048 2560x1024 1

1280x1024 1280x1024 30

4th
2560x2048 - -

1280x1024 1280x1024 30

5th
2560x2048 - -

1280x1024 1280x1024 15

6th
2560x1024 - -

1280x1024 1280x1024 5

	- 表示方式: 

ストリーム
フルスクリーン
解像度

解像度 ips

1st
2560x2048 2560x2048 30

1280x1024 1280x1024 30

2nd
2560x2048 2560x2048 5

1280x1024 1280x1024 30

3rd
2560x2048 1280x1024 2

1280x1024 1280x1024 30

4th
2560x2048 - -

1280x1024 1280x1024 30

5th
2560x2048 - -

1280x1024 1280x1024 15

6th
2560x1024 - -

1280x1024 1280x1024 5

	- 表示方式: 

ストリーム
フルスクリーン
解像度

解像度 ips

1st 2560x2048 2560x2048 30

2nd 2560x2048 2560x2048 5

3rd 2560x2048 1920x1536 1

4th 2560x2048 640x512 1

5th, 6th - - -
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•	 圧縮: ストリーミングのための映像の圧縮方法を設定し
ます。H.265圧縮はONVIFプロトコルおよびRTSPに対
応していません。

H.265圧縮を使用する場合、H.265圧縮方式に対応し
ていない装備では画面が表示されないことがあります。

	• エリア: ストリーミングのための画面のボードを選択し
ます。映像の特定領域のみストリーミングすることがで
きます。
	• 解像度: ストリーミングのための映像の解像度を設定
します。カメラモデルによって対応する解像度が異な
ることがあります。設定中のストリームの解像度は、
上位ストリームの解像度より高く設定することはでき
ません。
	• 画質: ストリーミングのための映像の画質を設定しま
す。
	• ターゲット・ビットレート(Kbps)：ターゲット・ビットレー
トを設定します。ビットレート制御がCBRのときに、タ
ーゲット・ビットレートの値を指定することができます。
	• ビットレートコントロール: 映像圧縮時のビットレート
コントロールモードを設定します。
	- CBR (固定ビットレート): 映像の動きなどと関係なく
ビットレートを維持します。
	- VBR (可変ビットレート): 映像の動きなどにより、ビ
ットレートを変更します。動きがが小さいほどネットワ
ークの負荷および保存容量が減ります。

	• フレームレート: ストリーミングのための映像の転送
速度を設定します。設定中のストリームの解像度と上
位ストリームの解像度が同じ場合、設定中のストリー
ムのフレームレートは上位ストリームのフレームレート
より高く設定することはできません。
	• デフォルトの録画ストリーム: 録画時に使用するストリ
ームを選択します。ただし、遠隔プログラムで録画スト
リーミングを指定したりカメラのSDメモリカードの録
画機能が設定されていない場合、該当設定により、こ
の設定が適用できない場合があります。
	• 知能型コーデック: リアルタイム映像を知能的に解析
することで、フレイム速度と画質は維持しつつ、ビット
レートは最低にします。

データ転送量がネットワーク帯域幅を越えてしまい、映
像のフレームレート(転送速度)が低下することが有り
ます。

ストリーミングサービス

ストリーミングサービスを利用して、ウェブサイトでビデ
オサーバのリアルタイム映像を確認することができま
す。

	• HTML Code: ストリーミングサービスを利用するた
めにコピー＆ペースト(Copy&Paste)を用いて画面に
表示されるHTMLコードを希望するウェブページのコ
ードにコピーします。
	• ストリーム: ストリーミングサービス時に使用するスト
リームを選択します。使用中のストリームのみ選択で
きます。

ストリーミングサービスを使用するには、システム > ユ
ーザー/グループを設定する時、匿名ログイン許容オ
プションを選択しなければなりません。
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VAT

VAT項目を選択すると、映像の転送および録画時に
VAT(Video Adaptive Transmission)機能を使用できま
す。

	• 感度: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーション感知
に対する感度を設定します。値が大きいほどモーショ
ンをより敏感に感知します。
	• モーション無視インターバル: モーションがないイン
ターバルを設定します。モーション無視インターバル
の間モーションが感知されない場合、モーション無視
インターバル以降モーションが感知されるまで、下記
で設定するフレームレートで映像を配信および録画
します。
	• フレームレート: 設定したモーション無視インターバ
ルの間モーションが感知されない時、適用するフレー
ムレ ートを設定します。映像 > カメラメニュー(露出
タブ)でスローシャッターモードがオンになっている場
合、本フレームレートがオンにならないことがありま
す。モーション無視インターバル以降モーションが感
知されるまで当該フレームレートで映像を送信および
録画し、モーションが感知される瞬間ストリーミング
で設定した元のフレームレートにすぐに復帰します。

VAT(Video Adaptive Transmission)とは、映像
の動きが感知されない時に映像のフレームレートを低く
することで、ネットワーク負荷を減らして保存の容量を節
約できるようにする機能です。設定した感度を基準に連
続した二つの映像間に変化が感知されない場合、モー
ションがないことと見なします。

プライバシーマスキング

プライバシーマスキング項目を選択すると、プライバシ
ー保護のために特定ゾーンの監視を制限することがで
きます。映像監視時、プライバシーマスキング機能が設
定された領域は黒色で表示されます。

	• プライバシーマスキング設定: プライバシーマスキン
グ領域を設定します(最大8個)。プライバシーマスキン
グはオリジナル映像に設定されます。したがって、映
像がデワーピングされた場合、プライバシーマスキン
グ領域もデワーピングされて表示されます。

	-  (選択) /  (解除): プライバシーマスキングの選
択と解除を選びます。ボタンをクリックした後、マウス
をドラッグ&ドロップして領域を設定します。
	- No. / 名前: 設定されたプライバシーマスキング領
域のリストが表示されます。番号はプライバシーマス
キング領域に表示された番号を表します。リストで番
号の横のブランクを選択すると、該当領域に名前を
設定できます。削除ボタンをクリックすると、該当領
域を削除します。
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オーディオ

オーディオの入出力を設定できます。

入/出力

• オーディオコーデック:オーディオコーデックを選択
します。
• 入力: 有効にするを選択した後、オーディオ入力ソー
ス(マイク、またはライン-イン)を選択して音量を調節
します。ノイズフィルター機能は、環境雑音を低減さ
せ音声を浮き立たせる機能です。雑音が多い場所で
使用すると音声が聞き取りづらくなる可能性がありま
すので、このような場合は、無効にしてください。
• 出力: 有効にするを選択した後、音量を調節します。

本カメラは、オーディオ出力アンプを持っていないため、
ユーザーは、アンプとスピーカを用意する必要がありま
す。

動作

イベントが発生した時、これを通知するためのイベント
動作機能を設定できます。

アラーム・アウト

アラーム･アウト項目を選択してアラーム･アウトを動作
させます。

• 出力時間:アラーム・アウトの持続期間を設定します。
イベントが発生した時、設定された期間の間アラーム・
アウトが発生します。
• スケジュール:アラーム・アウトを発生させる期間を設
定します。設定された期間内でアラーム・アウトが出力
されます。



21

第1章.—.遠隔設定

メール

メール項目を選択してメールを送信します。

• SMTPサーバ / ポート:ネットワーク管理者から受取
ったSMTPサーバのIPアドレス(またはドメインネーム)
およびポート番号を入力します。ネットワーク設定で
DNSサーバを設定した場合、IPアドレスの代わりにド
メインネームを入力できます。
• SSL/STARTTLS使用: SSLまたはSTARTTLS接続
を要求するSMTPサーバを使用する場合、SSLまたは
STARTTLSを選択します。
• 確証: SMTPサーバにユーザー認証が必要な場合、ユ
ーザーIDとパスワードを入力します。
• 発信人 / 受信人:メールを送信および受信するアドレ
スを入力します(最大10人)。必ず＠を含める正しいメ
ールアドレスを入力しなければなりません。

遠隔コールバック

遠隔コールバック項目を選択して遠隔地システムにコ
ールバックメッセージを送ります。

ㅡWEB Clientプログラムでは対応していません。
ㅡ遠隔コールバック機能をご使用いただくには、遠隔
地システムにカメラを登録する必要があります。

• IPアドレス:メッセージを受信する遠隔地システムの
IPアドレスとポート番号を入力します。

• リトライ:メッセージ送信に失敗した場合に再送する
回数を設定します。

オーディオアラーム

オーディオアラーム項目を選択してオーディオを再生し
て音を出力します。

• リスト:再生するオーディオファイルのリストが表示さ
れます。追加または削除ボタンをクリックし、出力す
るオーディオファイル(.wav)を追加または削除します
(16 bits/16 KHzエンコーディングされたファイルのみ
対応)。リストからオーディオファイルを選択した後、再
生ボタンをクリックすると、選択したオーディオファイ
ルを再生して音を確認できます。



22

第1章.—.遠隔設定

FTPアップロード

FTPアップロード項目を選択してイベントが感知され
た映像をJPEGファイルでFTPサーバにアップロードし
ます。

• FTPサーバ: 追加ボタンをクリックしてFTPサーバを
登録します。削除ボタンをクリックすると登録された
FTPサーバを削除します。イベント感知時にプライマ
リサーバに登録されたFTPサーバにイベントが感知
されたイメージがJPEGファイルでアップロードされま
す。プライマリサーバがイメージのアップロードに失敗
した場合は、セカンダリサーバにイメージがアップロ
ードされ、その後はセカンダリサーバがイメージのアッ
プロードに失敗するまで続けてセカンダリサーバにイ
メージをアップロードします。テストボタンをクリック
すると上で設定した経路でFTPサーバにアクセスされ
ているかを検査します。検査が完了したら決定ボタン
をクリックします。

- FTPサーバ: FTPサーバのIPアドレス(またはドメイ
ンネーム)を入力します。

- アップロード経路:ファイルがアップロードされる経
路を入力します。

- ポート: FTPサーバのポート番号を入力します。
- 使用者ID、パスワード: FTPサーバアクセスのための
使用者IDとパスワードを入力します。

• 設定: FTPサーバにアップロードするイメージとアップ
ロード情報を設定します。
- アップロードタイプ:アップロードタイプを選択しま
す。連続に設定した場合、イベント感知とは関係なく
以下の設定に従ってイメージをアップロードします。
イベントに設定した場合、イベント感知時に以下の設
定に従ってイメージをアップロードします。

- アップロード周期:アップロードタイプが連続に設定
された場合にのみ表示されます。アップロード速度を
設定します。設定された期間に設定された数のイメー
ジがFTPサーバにアップロードされます。

- アップロード期間:アップロードタイプがイベントに
設定された場合にのみ表示されます。アップロード速
度を設定します。アップロード期間を選択してから時
間を選択すると、設定された期間に設定されたアッ
プロード速度でイメージをアップロードします。イベン
トが発生している状態の間アップロードを選択する
と、イベントが感知されている間のみ設定されたアッ
プロード速度でイメージをアップロードします。
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- 解像度、画質: FTPサーバにアップロードするイメー
ジの解像度と画質を選択します。解像度の場合、第
一ストリームのストリームの解像度より高く設定する
ことはできません。映像>ストリーミングメニューで
の解像度の設定によって、本設定で設定できる解像
度が異なることがあります。

- ベースファイル名: FTPサーバにアップロードするイ
メージファイルの名前を入力してから、各イメージフ
ァイルを区別するためのオプションを選択します。フ
ァイル名の後に日付/時間追加オプションを選択す
ると、各イメージファイルにイベントを感知した日付
と時間を追加します。ファイル名の後に一連番号追
加 - 最大値オプションを選択すると、各イメージファ
イルにイベントを感知した順に番号を追加します。上
書きオプションを選択すると以前のイメージファイル
を上書きします。ファイル名にイベントの種類が自動
的に追加されます。

ㅡアップロードパスやファイル名を入力するとき、\ / # *
| : " < > ?などの特殊文字は使えません。

ㅡ映像	>	ストリーミングメニューでの解像度の設定
によって、FTPアップロードイメージの解像度が任意
で変更されることがあります。

ㅡアップロード周期または期間設定時、FTPサーバの
性能を考慮してアップロード速度を設定してくださ
い。設定したアップロード速度がFTPサーバの性能
を超える場合はFTPアップロードが失敗することが
あります。

録画

録画項目を選択してマイクロSDメモリカードに映像が録
画できます。まず、SDメモリカード(Class 6以上)が正し
く挿入されているかを確認してください。

• 全容量: SDメモリカードが正しく挿入されている場
合、SDメモリカードの全容量を表示します。
• SDカードフォーマット:ボタンをクリックすると挿入さ
れたSDメモリカードをフォーマットします。SDメモリカ
ードをフォーマットするとSDメモリカードに保存された
全てのデータが削除されます。

本機能はAdministratorグループに属するユーザ
ーのみ設定できます。

• オーディオ録音:オーディオ録音の有無を選択しま
す。
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スケジュール

スケジュールタブを選択して録画スケジュールを設定
します。
• モード:録画モードを設定します。

- 連続 – イベント:イベント録画モードで映像を録画し
ます。イベント録画モードではイベント検知時、映像
を録画します。

- 連続 – タイムラプス:タイムラプスモードで映像を
録画します。タイムラプスモードではイベント検知と
は関係なく、録画を続けます。

- 連続 – タイムラプス/イベント: イベントが検知され
ていなかった場合はタイムラプスモードで、イベント
が検知された場合はイベント録画モードで映像を録
画します。

- 日付/時刻: スケジュールされた日付および時刻の間
に指定された録画モードで映像を録画します。スケジ
ュール表の下段で使用または使用しないを選択して
から録画モードを選択します。スケジュール表で特定
の日付および時間をマウスでクリックしたりドラッグ
して録画モードを設定したり解除したりします。使用
または使用しないを選択してから全て選択/全て削
除ボタンをクリックすると全ての日付および時刻に録
画モードを設定または解除します。

• 持続時間: イベント録画モードで録画を続ける時間を
設定します。
- プリイベント:プリイベント映像の録画時間を選択
します。最大60MBの容量に該当する映像を録画
できます。録画解像度、画質、フレームレートが高く
設定され、設定した時間に該当する映像の容量が
60MBを超える場合は、設定した時間どおりに録画
が行われないことがあります。

- ポストイベント: ポストイベント映像の録画時間を選
択します。

	設定

設定タブを選択して録画機能を設定します。

• 録画ストリーム:録画する時、使うストリーミングを選択
します。録画モードによってストリームの設定を別々に指
定できます。
- タイムラプス/プリイベント:タイムラプスモードで録
画する時、またはイベント録画モードでイベントが発
生する前に使用するストリームを設定します。

- イベント: イベント録画モードでイベントが発生して
から録画する時、使用するストリームを設定します。

ㅡSDメモリカードに録画された映像の検索および再
生は遠隔プログラムを利用して遠隔で行えます。詳
しい内容は各プログラムの取扱説明書を参照してく
ださい。

ㅡSDメモリカードに映像を録画している最中には、遠隔
プログラムを利用した映像検索および再生が円滑に
行われないことがあります。

SDメモリカードをカメラから取り外す場合は、まず録画の
選択を解除してから約30秒後に取り外してください。映
像の録画中、または録画終了後、30秒以内にSDメモリ
カードを取り外すとシステムと録画データが損傷するこ
とがあります。



25

第1章 — 遠隔設定

イベント

イベント感知機能を設定できます。

ヒートマップ

ヒートマップ項目を選択すると、動きの頻度を解析し
て表示します。ビデオ > ストリーミング画面のタイプ
が原本映像の場合のみに対応できます。SD映像を録画
している場合、映像録画が中止されSDメモリカードが
フォ―マットされることがあります。

	• クールダウン：選択した時間における分析結果を表示します。
	• 録画時間：SDメモリカードに保存する周期を設定します。
	• 無視時間使用：ヒートマップの無視時間を設定すると、
動きが感知されてから一定の時間内に感知された動
きについてはイベントログおよび通知は行いません。
	• 動作：ヒートマップのイベントが発生するときに、それ
を通知するための動作を選択します。
	- 録画：動きの解析データをSDメモリカードに保存する
とき選択します。

アラーム・イン

アラーム・イン項目を選択し、アラーム・インイベントを
設定します。アラーム・インイベントを設定すると、アラ
ーム入力コネクタでアラーム入力が感知される場合、そ
れをイベントと見なします。

	• タイトル: アラーム・イン装置名を入力します。
	• タイプ: アラーム・インタイプを選択します。
	• 動作: アラーム・インイベントが発生した時、これを通
知するための動作を選択します。
	- アラーム・アウト: アラーム・アウトを発生する場合に
選択します。
	- メール発送: メールを発送する時に選択します。イメ
ージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベント
が感知されたイメージファイル(.JPG)を添付します。
	- 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを送
信するには、本項目を選択してからメッセージを送信
する遠隔地システムを選択します。

	ㅡWEB Clientでは対応していません。
	ㅡ遠隔コールバック機能をご使用いただくには、遠
隔地システムにカメラを登録する必要があります。

	- オーディオアラーム: 音声を出力するには、本項目を
選択してから出力するオーディオファイル(.wav)を選
択します。
	- FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップロ
ードする際に選択します。
	- 録画: 映像を録画する際に選択します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連項
目が正しく設定されていなければなりません。
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モーション感知

モーション感知項目を選択し、モーション感知イベント
を設定します。モーション感知イベントを設定すると、設
定されたエリアでモーションが感知された場合、これを
イベントと見なします。

	• 感度: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーション感知
に対する感度を選択します。値が大きいほどモーショ
ンをより敏感に感知します。
	• 最小ブロック: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーシ
ョンを感知するミニマムブロックを選択します。設定
されたブロック数以上モーションが発生した場合にの
み、モーションイベントとして見なします。
	• エリア: 設定ボタンを押してモーションが感知される
エリアをブロック単位で設定します。
	-  (選択) /  (解除): モーション感知の選択と解除
を選びます。
	-  (1ブロック): 個別のブロックを選択および解除し
ます。
	-  (エリア): エリアを指定して選択および解除しま
す。
	-  (すべて): すべてのブロックを選択および解除し
ます。

	• モーション無視インターバル: モーション無視インタ
ーバルを設定すると、モーションが感知された以降一
定時間以内に感知されたモーションについては、イベ
ントログを残したり、通知したりしません。
	• 昼間: 昼間に指定する時間の範囲を設定します。指定
された範囲以外の時間は夜間として見なします。
	• 動作: モーション感知イベントが発生した時、通知す
るための動作を選択します。
	- アラーム・アウト: アラーム・アウトを発生する場合に
選択します。
	- メール発送: メールを発送する時に選択します。イメ
ージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベント

が感知されたイメージファイル(.JPG)を添付します。
	- 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを送
信するには、本項目を選択してからメッセージを送信
する遠隔地システムを選択します。

	ㅡWEB Clientでは対応していません。
	ㅡ遠隔コールバック機能をご使用いただくには、遠
隔地システムにカメラを登録する必要があります。

	- オーディオアラーム: 音声を出力するには、本項目
を選択してから出力するオーディオファイル(.wav)を
選択します。
	- FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップロ
ードします。
	- 録画: 映像を録画する際に選択します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連項
目が正しく設定されていなければなりません。



27

第1章 — 遠隔設定

トリップゾーン

トリップゾーン項目を選択し、トリップゾ―ンイベントを
設定します。トリップゾ―ンイベントを設定すると、設定
されたエリア内部あるいは外部へのモーションが感知さ
れた場合、これをイベントと見なします。

	• 感度: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーション感知
に対する感度を選択します。値が大きいほどモーショ
ンをより敏感に感知します。
	• トリップゾ―ン: 設定ボタンを押してトリップゾ―ンを
ブロック単位で設定します。
	-  (選択) /  (解除): トリップゾ―ンの選択と解除を
選びます。
	-  (1ブロック): 個別のブロックを選択および解除し
ます。
	-  (エリア): エリアを指定して選択および解除しま
す。
	-  (すべて): すべてのブロックを選択および解除し
ます。
	- トリップ方向: イベントと見なすモーションの方向を
選択します。内側を選択する場合、トリップゾーンの
外部から内部にモーションが発生する場合、外側を
選択する場合、トリップゾーンの内部から外部にモー
ションが発生する場合にイベントと見なします。

	• モーション無視インターバル: モーション無視インタ
ーバルを設定すると、モーションが感知された以降一
定時間以内に感知されたモーションについては、イベ
ントログを残したり通知しません。
	• 昼間: 昼間に指定する時間の範囲を設定します。指定
された範囲以外の時間は夜間として見なします。
	• 動作: トリップゾ―ンイベントが発生した時、通知する
ための動作を選択します。
	- アラーム・アウト: アラーム・アウトを発生する場合に
選択します。

	- メール発送: メールを発送する時に選択します。イメ
ージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベント
が感知されたイメージファイル(.JPG)を添付します。
	- 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを送
信するには、本項目を選択してからメッセージを送信
する遠隔地システムを選択します。

	ㅡWEB Clientでは対応していません。
	ㅡ遠隔コールバック機能をご使用いただくには、遠
隔地システムにカメラを登録する必要があります。

	- オーディオアラーム: 音声を出力するには、本項目
を選択してから出力するオーディオファイル(.wav)を
選択します。
	- FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップロ
ードします。
	- 録画: 映像を録画する際に選択します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連項
目が正しく設定されていなければなりません。
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オーディオ検出

オーディオ検出項目を選択してオーディオ検出イベント
を設定します。オーディオ検出イベントを設定すると設
定された時間の間、音声が検出された場合、これをイベ
ントと見なします。

	• 感度: オーディオ検出の感度を設定します。値が大き
いほど敏感に感知します。
	• 活性化時間: オーディオ検出が発生した時、これをイ
ベントとして感知するために持続する期間を設定しま
す。オーディオが感知された後、指定された間持続し
ない場合はイベントとして見なしません。
	• 無視間隔使用: イベントを無視する間隔を設定しま
す。指定された時間の間発生するオーディオ検出は、
イベントとして見なしません。
	• オーディオ無視期間: オーディオ無視期間を設定する
と、オーディオが感知された以降一定時間以内に感知
されたオーディオについては、イベントログを残したり
通知しません。
	• 動作: オーディオ検出が発生した時、これを通知する
ための動作を選択します。
	- アラーム・アウト: アラーム・アウトを発生する場合に
選択します。
	- メール発送: メールを発送する時に選択します。イメ
ージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベント
が感知されたイメージファイル(.JPG)を添付します。
	- 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを送
信するには、本項目を選択してからメッセージを送信
する遠隔地システムを選択します。

	ㅡWEB Clientでは対応していません。
	ㅡ遠隔コールバック機能をご使用いただくには、遠
隔地システムにカメラを登録する必要があります。

	- FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップロ
ードする際に選択します

	- 録画: 映像を録画する際に選択します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連項
目が正しく設定されていなければなりません。

タンパーリング

タンパーリング項目を選択し、タンパーリング感知イベ
ントを設定します。タンパーリング感知イベントを設定す
ると映像に急激な変化が生じた場合(例: カメラが動いた
りレンズが遮られる場合)、これをイベントと見なします。

	• 感度: タンパーリング感知の感度を設定します。値が
大きいほど敏感に感知します。
	• 活性化時間: タンパーリング感知が発生した時、これ
をイベントとして感知するために持続しする期間を設
定します。タンパーリングが感知された後、指定され
た間持続しない場合はイベントとして見なしません。
	• 無視間隔使用: イベントを無視する間隔を設定しま
す。指定された時間の間発生するタンパーリングは、
イベントとして見なしません。
	• 動作: タンパーリング感知イベントが発生した時、通知
するための動作を選択します。
	- アラーム・アウト: アラーム・アウトを発生する場合に
選択します。
	- メール発送: メールを発送する時に選択します。イメ
ージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベント
が感知されたイメージファイル(.JPG)を添付します。
	- 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを送
信するには、本項目を選択してからメッセージを送信
する遠隔地システムを選択します。

	ㅡWEB Clientでは対応していません。
	ㅡ遠隔コールバック機能をご使用いただくには、遠
隔地システムにカメラを登録する必要があります。
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	- オーディオアラーム: 音声を出力するには、本項目を
選択してから出力するオーディオファイル(.wav)を選
択します。
	- FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップロ
ードします。
	- 録画: 映像を録画する際に選択します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連項
目が正しく設定されていなければなりません。

システムイベント

システムイベント項目を選択してシステムイベントを設
定します。システムイベントを設定すると、システムおよ
びアラーム・イン状態、ディスク挿入の有無を周期的に
確認して通知します。

	• システム正常: システム正常を確認するには選択して
から調整間隔を設定します。
	- メール発送: システムが動作している場合にメール
を送信する時に選択します。
	- 遠隔コールバック: システムが動作中の場合、遠隔
地システムにメッセージを送るには項目を選択してか
らメッセージを送る遠隔地システムを選択します。

	• アラーム入力エラー: アラーム入力エラーを確認す
るには選択してから調整間隔を設定します。
	- メール発送: アラーム入力エラーに変化がない場
合、メールを送る時に選択します。
	- 遠隔コールバック: アラーム入力エラーに変化がな
い場合、遠隔地システムにメッセージを送るには項目
を選択してからメッセージを送る遠隔地システムを
選択します。

	• メモリカードオン/オフ: SDメモリカードの挿入または
削除を確認するときに選択します。

	- メール発送: SDメモリカードが挿入、または削除され
た場合に、メールを発送するときに選択します。
	- 遠隔コールバック: SDメモリカードが挿入、または削
除された場合に、遠隔地システムへメッセージを送る
には、項目を選択してからメッセージを送る遠隔地シ
ステムを選択します。

	ㅡメールおよびメッセージを発送するためには動作設定
時にメールおよび遠隔コールバック設定が正しくな
されていなければなりません。
	ㅡWEB Clientでは対応していません。
	ㅡ遠隔コールバック機能をご使用いただくには、遠隔
地システムにカメラを登録する必要があります。
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ウェブクライアント（WEB Client）は、インターネット上でプログラムの設定なしに遠隔地の映像を監視・検索すること
のできるプログラムです。通常のWEBブラウザ(Internet Explorer)でいつでもどこでも接続することができます。
WEB Clientを実行するために必要なPCのシステム要求事項は下記のとおりです。
	• OS: Microsoft® Windows® 7（Home Premium、Professional、Ultimate）またはMicrosoft®  Windows®  10（Home、Pro）
	• CPU: Intel Pentium IV 2.4GHz以上 (Core 2 Duo E4600以上推奨)
	• RAM: 1GB以上 (2GB推奨)
	• VGA: 128MB以上 (1280x1024、24bpp以上)
	• Internet Explorer: バージョン8.0以上 32-bit

全方位カメラ映像の歪み補正表示を行う場合、使用するPCの推奨条件は以下のようになります。
	• CPU : InteI CoreTM i5-3570K 3.30GHz以上
	• RAM : 4GB以上
	• VGA : AMO RadeonTM HD 7700またはNVIDIA GeForce GTX650以上（1280x1024、32bpp以上）
	• Internet Explorer : Ver. 8. 0以上（32-Bit）

•	 WEB ClientはMicrosoftⓇ Internet Explorer（以下、IEという）だけに対応し、その他のWEBブラウザには対応しません。
•	 WEB ClientはMicrosoftⓇ WindowsⓇ 10のEdgeでは作動しません。

1	 IEを実行してからアドレス入力欄へ下の情報を入力してください。
	- http://IPアドレス:ポート番号(カメラのIPアドレスおよびポートを設定する時、設定したWEB Client接続ポート番号
を入力)
	- または、http://UCNサーバアドレス/UCN名(UCNサーバアドレスおよびUCNサーバに登録されたUCN名入力)

	ㅡWEB Clientポート番号設定時HTTPS使用項目を選択した場合、httpの代りにhttpsを入力します。セキュリティ認証に関す
る警告メッセージが表示されると、このウェブサイトを続けて探索します(推奨しない)を選択します。WEB Clientログインウィン
ドウが表示されない場合、インターネットオプションが次のように設定されているかを確認してください。
	- ツール → インターネットオプション → セキュリティ → レベルのカスタマイズ設定を中–高（基本値）または普通に設定
	- ツール → インターネットオプション → プロパティー → セキュリティオプションでTLS1.0使用を選択

	ㅡIPアドレスとポート番号を入力して接続する場合、WEB Client接続ポート番号が80(https入力の場合443)で設定されている
とIPアドレスを入力するだけで接続できます。
	ㅡ接続したいカメラのIPアドレスおよびWEB Clientポート番号はネットワーク管理者にお問い合わせください。

第2章 — WEB Client



31

第2章 — WEB Client

2	 WEB Clientログインウィンドウが表示されたら、ログインに必要なIDおよびパスワードを入力した後
LOGINボタンをクリックします。  

	ㅡWEB Clientの使用中にはログインウィンドウを閉じないでください。ウェブ監視モードまたはウェブ検索モードに切り替える
時にスクリプトエラーが発生し、この場合WEBプログラムを再起動しなければなりません。
	ㅡOSからWEB Clientを起動する場合、IEのアイコンからマウスの右側のボタンをクリックして表示するメニューから管理者
として実行オプションを選択してください。管理者として実行をしないとWEB Clientプログラムの一部の機能が制限さ
れることがあります。
	ㅡ新しいバージョンのWEB Clientを開く場合、インターネットエクスプローラで以前のバージョンの情報を読込むことがあり
ます。その場合には、コントロールパネル → インターネットオプション → 全般に移動してインターネット一時ファイ
ルでファイルの削除をしてから、WEB Clientを行ってください。
	ㅡ映像転送速度の低下によりWEB Clientのスクリーンの画面が表示されなかったり、更新しなかったりする恐れがありま
す。本症状の場合は、御使用のPCのオートーチューニング機能の解除をお勧めします。管理者権限でコマンドプロンプ
ト実行（スタートメニュー → すべてのプログラム → コマンドプロンプト → マウスの右ボタンを利用し、管理者とし
て実行選択）。netsh int tcp set global autotuninglevel=disableを入力してからENTERキーを押してくだ
さい。PCは再起動してから変更された設定を適用します。オートーチューニング機能を再度復旧するためには管理者権
限でコマンドプロンプトを実行してからnetsh int tcp set global autotuninglevel=normalを入力してくださ
い。PCは再起動してから変更された設定を適用します。
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ウェブ監視モード

遠隔地の映像をリアルタイムで監視できる遠隔地ウェブ監視プログラムです。

1 を押して WEB Clientのプログラムが終了されます。

2 を押してウェブ監視モードに切り替えます。

3 マウスのポインタをロゴ部分に置けばWEB Clientのバージョンを確認することができます。

4 ログイン情報を表示します。

5 ボタンを押して映像を全体画面で見ることができます。キーボードのESCキーを押すと元の画面に戻ります。

6 カメラ番号を表示します。

7

を押して映像の画質を調節することができます。
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8 サポートしない機能です。

9

を押してカメラに接続されたアラーム・アウト装置を制御します。

0

を押してディスプレイモードおよびOSDの表示を設定することができます。ディスプレイモードを選択
して映像を出力するスピードを調整することが可能であり、OSD表示リストより画面に表示するOSD情報
も選択することができます。

! を押して現在見ている映像をイメージファイルで保存します。

@ を押して画面を表示してカメラの設定を変更できます。

#

下部のイベント状態ウィンドウは、カメラで感知したイベントをリストで表示します。

/ アラーム入力作動/解除 タンパ―リング

モーション感知 オーディオ検出

トリップゾ―ン
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$

画面よりカメラを選択してマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニ
ューを表示します。
	• カメラタイトル変更: カメラタイトルを変更することができます。

ウェブ監視モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を与えず、カメ
ラ名を入力しなければ遠隔地で設定したカメラ名が画面上に表示されます。

	• オーディオオン: カメラが設置された遠隔地とのオーディオ送受信機能を提供します。この項目を選択
すると、オーディオ  ボタンが表示されます。

マイクを通じてカメラが設置された遠隔地のオーディオを再生できます。
スピーカを通じてカメラが設置された遠隔地のオーディオを再生できます。

 / 遠隔地と双方向オーディオ送受信ができます。
オーディオ送受信が非活性化されます。

接続した遠隔地がオーディオ送受信に対応する場合、カメラスクリーンに  アイコンが表示されます。

	- 画面レート: スクリーン上に見える映像の出力レートを変更することができます。
	- 画面に合わせる: オリジナル映像の縦横比率に関係なく、カメラスクリーンのエリアに合わせて映像を
出力します。
	- アスペクト比に合わせる: オリジナル映像の縦横比率を維持したままカメラスクリーンのエリアに合わ
せて映像を出力します。
	- 半分の大きさ(x0.5)～4倍の大きさ(x4): オリジナル映像のサイズを基準に該当メニューで指定した
サイズでカメラスクリーンに映像を出力します。例えば映像レートにあわせるを選択すると、オリジナル
映像の実際サイズで出力します。

	• マルチストリーム: カメラがデュアルストリームモードに設定されている場合、好きなストリームが選択
できます。
	• ブロック現象改善: 拡大映像から見られるブロック現象を除去し、画面へ表示する映像の出力品質を向
上させることができます。
	• Mouse PTZ 調節: サポートされない機能します。
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ウェブ検索モード

遠隔地の録画映像を検索できる遠隔地ウェブ検索プログラムです。

ウェブ検索スクリーンでの遠隔地へのアクセスは30分以上操作がなければ自動的に解除されます。

1 を押して WEB Clientのプログラムが終了されます。

2 を押してウェブ監視モードに切り替えます。

3 マウスのポインタをロゴ部分に置けばWEB Clientのバージョンを確認することができます。

4 ログイン情報を表示します。

5

を押して映像に様々なイメージフィルター(Sharpen(鮮明)、Blur(ぼかし)、Equalizer(画質補正)
、Interpolation(補間)、Revert(元に戻す))を適用します。
を押して映像を縮小・拡大します。
を押して映像の明るさを調節します。

映像調整は一時停止状態でのみ適用されます。
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6
再生ボタン（高速逆再生、一時停止、通常再生、高速再生、映像の先頭に移動、1コマ逆再生、1コマ再生、
映像の後尾に移動）を押して映像を再生します。

7

を選択するとタイムラプス検索モードを利用し、録画映像を時間順に従って検索・再生します。タイムラ
プス検索モードでの検索は日付の単位で行われ、カレンダーで検索する日付を選択することができます。
画面下のタイムテーブルではカレンダーで選択した日付の録画映像の時間情報を表示します。時間を選
択すると、その時間帯の映像を画面に表示します。選択した時間帯に1つ以上の映像がある場合、検索し
たセグメントを選択することができます。 を押して検索する時間帯の映像にすぐ移動することができま
す。

8
を選択するとイベント検索モードを利用し、ユーザーが指定する特定な条件に満足するイベントを検索

することができます。

9

を押してディスプレイモードおよびOSDの表示を設定することができます。ディスプレイモードを選択
して映像を出力するスピードを調整することが可能であり、OSD表示リストより画面に表示するOSD情報
も選択することができます。

0 を押して録画映像を実行ファイルとして保存します。

! を押して現在見ている映像をイメージファイルで保存します。

@ を押して現在見ている映像をPCに接続されているプリンタで印刷します。

# を押して最新録画映像を再び読み込みます。

$

カメラの録画情報を時間単位で表示します。カメラのシステム時間が過去に変更され同一の時間帯に1
つ以上の映像が存在する場合、タイムテーブルの右上のセグメントメニューでどのビデオセグメントを検
索するか指定することができます。

%

画面よりカメラを選択してマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニ
ューを表示します。
• カメラタイトル変更:カメラタイトルを変更することができます。

ウェブ監視モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を与えず、カメ
ラ名を入力しなければ遠隔地で設定したカメラ名が画面上に表示されます。

• オーディオオン: 当該映像を保存しながらオーディオも一緒に録音している場合にチェックするとオー
ディオを出力します。
• 画面レート: スクリーン上に見える映像の出力レートを変更することができます。
• ブロック現象改善: 拡大映像から見られるブロック現象を除去し、画面へ表示する映像の出力品質を向
上させることができます。
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システム
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ネットワーク
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オーディオ
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イベント
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第3章 – 付録

設定画面の構成図(遠隔設定)

システムイベント



アフターサービスについて

この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してく
ださい。

■ 保証について
正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生
じた場合には、保証書記載内容により、お買い上
げの販売店（または工事店）が修理いたします。そ
の他の詳細は保証書をご覧ください。
●保証期間経過後の修理については、お買い上
げの販売店にご相談ください。修理によって機能
が維持できる場合は、お客様のご要望により有料
修理いたします。
●本製品が故障した場合、稼働していない時間
に対する営業損失は補償対象外になります。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（5メガピクセル 屋内IR全方位ネッ

トワークカメラ【PF-CW1019】）
③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

■ 定期点検・保守について
特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（または工事店）
にご相談ください。

■ 万一故障が発生した場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切
に保管してください。

正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生
じた場合には、保証書記載内容により、お買い上
げの販売店（または工事店）が修理いたします。
その他の詳細は保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が
維持できる場合は、お客様のご要望により有料
修理いたします。

●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対す
る営業損失は補償対象外になります。

特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（ま
たは工事店）にご相談ください。

■ 保証について

■ 定期点検・保守について

■ 万一故障が発生した場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（9メガピクセル 屋外IR全方位

ネットワークカメラ【JS-CW1028A】）

③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

〒105-6109 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング9階

株式会社 日本防犯システム

www.js-sys.com/
本製品の仕様は製品の質を高めるために事
前の予告なく変更される場合があります。

ご購入元メモ欄


